
と つか再開発く ん

進めよう
と つか再開発
戸塚駅西口第１ 地区第二種市街地再開発事業
パンフレット   Vol . 4

ボク が
案内するよ！
ボク が
案内するよ！

工事前の戸塚駅西口 
（ 戸塚郵便局方面から 駅方向を望む）

工事中

横浜市都市整備局　戸塚駅周辺再開発事務所

※こ の図はイ メ ージであり 、 今後の計画に

より 変更になるこ と があり ます。

※こ の図はイ メ ージであり 、 今後の計画に

より 変更になるこ と があり ます。

完成予想図 完成予想図 
（ 戸塚郵便局方面から 駅方向を望む。）（ 戸塚郵便局方面から 駅方向を望む。）

至  横浜駅

共同ビルゾーン

中央プロムナード

第1交通広場

個別活用ゾーン

公益施設ゾーン

第2交通広場

柏尾戸塚線

横浜伊勢原線

国道１ 号

至  大船駅
戸塚駅

平成21年秋　 第1交通広場　 暫定供用

平成22年春　 商業施設・ 第1交通広場　 完成予定

平成24年秋　 第2交通広場・ 公益施設　 完成予定
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まちづく りには

長い歴史があるんだ

現在の事業区域

戸塚駅周辺は、東海道の宿場町として栄えてきた歴史ある街であり、戦後は

都市化の流れの中で、大規模な商店街に発展しました。現在では、後背地の急激

な市街化により、戸塚駅の乗降客は地下鉄を含めて１日約２７万人（ H１６統計）に

のぼりますが、この受け皿となる戸塚駅周辺の都市基盤は、東口の一部を除い

て未整備な状態が続いています。

特に西口については、バスセンターの位置がわかりにく く 、地区内の道路が狭

く 駐車場も少ないなど、来街者にとって大変不便な状況になっています。

また、密集した木造家屋の老朽化も目立ち、

防災上の問題も抱えていました。

戸塚駅周辺のまちづく りの経緯

S37. 3 戸塚駅前地区土地区画整理事業都市計画決定（約21. 8ha）

S57. 4 戸塚駅東口地区第一種市街地再開発事業事業計画決定

S62. 5 市営地下鉄１号線舞岡・戸塚間開業

H2.  3 戸塚駅東口地区第一種市街地再開発事業完了

H6. 10 都市計画決定

H8. 11 都市計画変更（１回目）

H9.  3 事業計画決定

H11. 8 市営地下鉄１号線戸塚・湘南台間延伸開業

H13. 10 都市計画変更（２回目）

H14. 12 戸塚駅前地区中央土地区画整理事業事業計画決定

H15. 3 事業計画変更（１回目）

H15. 10 計画再検討着手

H16. 3 再検討案発表

H18. 5 都市計画変更（３回目）

H18. 7 事業計画変更（２回目）

H19. 2 管理処分計画決定

H19. 5 特定建築者決定

H19. 6 解体工事着手・仮設店舗A～D館オープン

H19. 10 公共施設工事着手

H19. 12 共同ビル工事着手・仮設店舗E～F館オープン

H20. 8 事業計画変更（3回目）

H20. 9 管理処分計画変更

至上大岡駅

※　　  は戸塚駅西口第１地区第二種市街地再開発事業にかかる手続きです。

戸塚駅前地区（ 21. 8ha）
土地区画整理事業区域
（ 都市計画変更手続中）

戸塚駅西口第１ 地区（ 4. 3ha）
第二種市街地再開発事業区域

戸塚駅前地区中央（ 6. 8ha）
土地区画整理事業区域

至湘南台駅

至上大岡

至大船駅

至横浜駅

戸塚駅東口地区（ 1. 8ha）
第一種市街地再開発事業区域
（ 平成2年事業完了）
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事業の概要

事業の名称 戸塚駅西口第1地区第二種市街地再開発事業

施行者 横浜市

区域と面積 戸塚区戸塚町、 吉田町、 上倉田町の一部（ 約4. 3ha）

事業期間 平成9年3月～平成25年3月

総事業費 約1, 085億円

公共施設の概要

横浜伊勢原線 幅員25m、延長約110m、4車線
幹線道路 柏尾戸塚線 幅員25m、延長約140m、4車線
な　ど 戸塚駅前線 幅員20～23m、延長約530m、2車線

交通広場 第1：約6, 300㎡、第2：約2, 000㎡
 第1：約6, 300㎡（約3, 100台）

その他の 自転車駐車場 第2：約2, 300㎡（約1, 300台）
公共施設  計　 約8, 600㎡（約4, 400台）

 中央プロムナード 幅員11m、延長約80m

※個別活用ゾーンについては、11棟合計の数値です。

※高度利用地区・地区計画の指定あり

建築物の概要

規　模　等 共同ビルゾーン 公益施設ゾーン 個別活用ゾーン 合　　計
　敷  地  面  積  約11, 200㎡   約3, 900㎡   約2, 900㎡   約18, 000㎡
建  築  面  積 約9, 900㎡ 約3, 400㎡ 約2, 500㎡ 約15, 800㎡
延べ床面積 約70, 600㎡ 約35, 100㎡ 約13, 700㎡ 約119, 400㎡
建  ぺ  い  率 約88％ 約87％ 約86％ 約88％
容　積　率 約500％ 約720％ 約460％ 約540％

階　　　　数
地上7階 地上9階

地上4～10階
地下2階 地下4階

―

 高　　　　さ 約31m 約46m 約17～31m ―
駐　車　場 約600台 約100台       約30台 約730台
用　　　　途 商業施設・公益施設・駐車場・宿泊施設等

資金計画（ 単位： 百万円）

項　　　目 金　　額 項　　　　目 金　　額
一般会計補助 19, 512 公共施設本工事費 14, 204
公共施設管理者負担金 50, 964 施設建築物本工事費 27, 000
市単独負担金 6, 837 附帯工事費 520
保留床処分金 25, 381 測量及び試験費 898
その他 5, 851 用地費及び補償費 52, 182
（地下鉄負担金） （4, 033） 営繕費 4, 205
（一時貸付金） （1, 818） 管理処分諸費 4, 664

事務費 3, 218
借入金利子 1, 654

合　　　計 108, 545 合　　　計 108, 545
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種別 商業地域
建ぺい率 80%
容積率 600%

種別 第7種高度地区

種別 防火地域

土地利用計画

種　　別 事業着手時 事業完了後
公共施設 0. 8ha 2. 5ha
宅　　地 3. 5ha 1. 8ha
合　　計 4. 3ha 4. 3ha

権利者数

事業計画決定時 管理処分計画変更後
＜平成9年3月＞ ＜平成20年10月＞

 土地・建物所有者、借地権者 210人 61人
借家・転借家権者 252人 70人

計 462人 131人
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横浜市都市整備局戸塚駅周辺再開発事務所

〒244- 0003 横浜市戸塚区戸塚町13番地　ラピス戸塚3　5階
TEL：045- 864- 2621　FAX ：045- 864- 2623
メールアドレス： tb- tot sukai ken@ci ty. yokohama. j p

Web ページ
アドレス： ht tp: / /www. ci ty. yokohama. j p/me/ toshi / tot susai / i ndex. html
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平成20年11 月10日発行

検 索戸塚再開発

と つかト ータ ルデザインと つかト ータ ルデザイン
　 市街地再開発事業により 整備する道路や交通広場などの公共施設と 再開発ビルを基に、 戸

塚駅西口で賑わいのある便利で快適な街づく り を進めていく ために、 デザイ ン、 環境、 情報

の3つのテーマを「 と つかト ータ ルデザイ ン」 と し て、 総合的な取組を推進し ています。

　 現代の都市デザイ ンを基本と し つつも 、 戸塚の地域性や歴史性

に基づく デザイ ント ーンの創出や、 まちの持続的な発展につなが

る仕組みづく り を踏まえたデザイ ンを目指し ます。

デザインデザイン

緑化による、 やすら ぎと 潤いのある空間の創出・ ヒ ート アイ

ラ ンド 現象の緩和

再開発ビルや公共施設を設計する際の環境への配慮

協働で緑を育てていく 地域活動の仕組みづく り

温暖化対策の社会実験を行い、 アピールするこ と による環境への取組の普及活動の実施

環境環境

地域性地域性地域性
みどり ／みず／
みち／し るべ

新規性新規性新規性
透明感・ 軽快感／
安心感／清潔感

持続性持続性持続性
環境共生／

維持管理／協働

歴史性歴史性歴史性
いろ ／かたち／

灯り ／肌理（ き め）

デザインコンセプト［ 戸塚オリジナルモダン］

地球環境に配慮し た質の高い都市環境づく り

「 居心地の良いまち」 を目指す都市デザインの展開

1

2

3

4

交通情報、 災害時の緊急情報を提供するシステム

便利で魅力ある環境を提供するシステム

誰も が利用可能なシステム（ ユニバーサルデザイン）

運営等の費用負荷が少ないシステム

拡張性の高いフ レキシブルなシステム

情報情報 市民・ 駅利用者をはじ め、来街者にも 分かり やすい情報提供
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緑化事例（ 壁面緑化）
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